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「秋色」 臨床検査科 安田正徳

TAVI 300症例達成

病院のまわりを探検しよう！

「筑波実験植物園」

「病院のまなざし」巡回展を
茨城空港で開催！
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糖尿病についてのお話

ふじわら

藤原　淳

糖尿病・内分泌代謝内科
診療科長

まこと

おわりに
糖尿病とは

治療薬について

使い方

【装着】
小型のセンサーを
上腕の後ろ側に装着
します。

【データ読み取り】
センサーでスキャンする
とグルコース値がわかり
ます。服の上からもOK

【確認】
グルコース値と８時間の履歴
グルコース変動の傾向を示す
矢印が表示されます。

血糖値の自己管理について
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糖尿病看護認定看護師糖尿病看護認定看護師糖尿病看護認定看護師
糖尿病は、糖尿病と診断されると生涯にわたり付き合っていかなくてはなりません。糖尿病をもちながら日々の生活を

送るには、様々なケアや自己管理が必要になります。

糖尿病看護認定看護師は、それぞれの患者さんにとって最善の方法を一緒に考え、患者さんが糖尿病をもちながらも、

自分らしく健やかな生活を送ることができるよう院内の様々な職種と連携しながら支援します。

糖尿病の患者さんは、末梢神経障害により、足にできた傷に気付き

にくい場合があります。さらに血糖コントロールがうまくいっていな

かったり血流障害があるときは、その傷口から感染症を起こしたり、

ひどい場合には、足壊疽に至ることもあります。

　足のトラブルを予防するため、以下のアドバイスを行っています。

・足の観察方法

・巻き爪にならない爪の切り方

・靴の選び方や履き方の工夫

インスリンなどの注射を行っている患者さんに

は、ご自身で測定した血糖値を自己管理ノートに

記録してもらっています。外来時、その記録をも

とに、患者さんと一緒に生活の振り返りを行い、

良かった点や、改善が必要な点を一緒に考えま

す。そして、患者さんが次回の外来受診までにで

きそうなことを一緒に考えます。

フットケアの取り組み
血糖コントロール改善に向けた

取り組み

足に傷があり処置が

必要な場合は、皮膚・

排泄ケア認定看護師

とも連携し、処置を行

うこともあります。

医師、管理栄養士、薬剤師、理学療法士、

事務スタッフ、医療ソーシャルワーカー、

看護師などの様々な職種のスタッフと、

糖尿病患者さんへのより良い支援につ

いて検討する会議が2021年７月より開

始されました。

糖尿病の患者さんが入院する病棟のスタッフ向

けに学習会を行ったり、患者さんにご記入いた

だく情報シートを作成するなどのサポートをし

ています。

病棟や小児外来など、様々な場所で患者さんへ

の支援を一緒に考え提供することもあります。

患者さんとの面談内容を
医師に伝え、インスリン調
整や血糖測定回数の増減
を提案することもあります。

糖尿病患者さんへの支援を始めたばかりの頃、

一生懸命患者さんへ指導しているにも関わらず

患者さんから「もう話は聞きたくありません」と

言われたことがありました。その時の私は、「今の

ままでは、合併症になってしまうのにどうし

て？」という思いでいっぱいでした。

自分の関わりを振り返り、いかに一方的なもの

だったのか気づき、反省しました。その後、上司

から更に学びを深めることを勧められ、糖尿病看

護認定看護師教育過程で学ぶ機会を得ました。

これからも患者さんの気持ちや生活を大切にし、

支援していきます。

末梢動脈外来医師、看護師、訪問看護師、訪問リハ

ビリスタッフと在宅利用者の症例を共有します。

離れた在宅ケアの事業所とも連携するためオンラ

イン会議形式で月２回実施しています。

えそ

糖尿病看護認定看護師として

自身の足に興味を持って
もらい、大切にすることが
足を守る第一歩です。

糖尿病看護認定看護師糖尿病看護認定看護師

皮膚・排泄ケア
認定看護師
皮膚・排泄ケア
認定看護師

が

糖尿病看護認定看護師

吉田さん

世界に拡がる糖尿病の脅威に対応するため

に1991年にIDF（国際糖尿病連合）と

WHO（世界保健機関）が11月14日を世界

糖尿病デーと制定しました。
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歯科機能が拡充しました！歯科機能が拡充しました！歯科機能が拡充しました！

入院や手術前の口腔ケアは、口腔内の問題への対処だけでは

なく、感染症や誤嚥性肺炎の予防など、治療を順調にすすめ

るために有用です。また、口腔機能の維持・回復など、患者

さんのＱＯＬの向上のためにもとても重要です。

当院の歯科は、これまで週に２日、地域の歯科の先生に非常勤として来ていただき、

入院患者さんを中心とした診療を行ってまいりましたが、2021年10月より、常勤の

歯科口腔外科医師が月曜から金曜まで診療を行うことになりました。

これまでも、入院・手術の前には歯科を受診し、口腔ケアを行うようすすめて

きましたが、かかりつけの歯科がない患者さんや歯科を受診すること自体が困

難な患者さんは、口腔ケアが難しい場合がありました。

がんの患者さんをサポートするという、基本的な方

針はこれまでと変わりませんが、歯科口腔外科医が

毎日院内にいることで、サポートの対象がひろがり、

急な対応も行いやすくなることが期待されます。

かかりつけの歯科がある患者さんは、こ

れまでどおり、当院と地域の歯科の先生

で連携して診療にあたってまいります。

タレントの草刈正雄さんが出演されている「その症状、心臓

弁膜症かも？」というＣＭをご覧になったことはありますか？

心臓弁膜症の一つである大動脈弁狭窄症の治療で体への負担

が少ないＴＡＶＩは、これまで外科手術を受けることができ

なかった高齢な患者さんが対象でしたが、最近は外科手術が

可能な低リスクの患者さんへの治療法としても検討できるよ

うになりました。

2017 年 3 月よりＴＡＶＩを積極的に実施している当院では、

2021 年 8 月にＴＡＶＩが 300 症例達成となりました！

歯科診察室

※ ＴＡＶＩ(経カテーテル大動脈弁留置術 )
　 大動脈弁狭窄症に対して開胸手術ではなく、
   カテーテルを使って新しい弁を心臓に留置する治療法

疲れやすくなった、胸が苦しい、最近散歩をしな

くなったなどの症状があれば、「その症状、心臓弁

膜症かも？」と疑って、早めにかかりつけ医を受

診して、相談しましょう。

※当院の歯科口腔外科では虫歯や歯周病など、通常
外来でおこなう一般的な治療はおこないません。

152名

展示中に

メッセージを

くださった方

2020 年 11 月～ 2021 年 5 月まで、院内で実施していた働く職員の姿の写真展「病院のま
なざし」を多くの方にご覧いただけるように、2 つのショッピングセンターで巡回展を開
催しました。すると、多くのみなさんより、医療従事者に対する感謝や応援の気持ちを
伝えるメッセージがたくさん寄せられましたので、紹介します。

2020 年 11 月～ 2021 年 5 月まで、院内で実施していた働く職員の姿の写真展「病院のま
なざし」を多くの方にご覧いただけるように、2 つのショッピングセンターで巡回展を開
催しました。すると、多くのみなさんより、医療従事者に対する感謝や応援の気持ちを
伝えるメッセージがたくさん寄せられましたので、紹介します。

「病院のまなざし」

イオンモール土浦　7月 14 日～ 29 日

イーアスつくば　8月 2日～ 15 日
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E-mailアドレス：hp@tmch.or.jp

ホームページ：http://www.tmch.or.jp/

発行人　病院長　　軸屋　智昭
じくや ともあき

当院では個人情報保護法の施行に伴い、患者さんの個人情報については利用目的を明確にし、その取り扱いには万全の体制で取り組んでおります。

〒305-8558 つくば市天久保１－３－１

TEL ０２９－８５１－３５１１

発行日　2021年10月佳日

知ってた？

「筑波実験植物園」は、当院から徒歩でおよそ15分、車であれば

5分ほどの場所に位置し、国立科学博物館が植物の研究を推進す

るために設置した植物園です。生きた多様な植物を収集・保全し、

絶滅危惧種を中心とした植物多様性保全研究を推進しています。

およそ14ヘクタールの敷地には、日本に生育する代表的な植物

をはじめ、世界の熱帯や乾燥地に生育する植物、私たちの生命（い

のち）を支える植物、筑波山で見られる植物など、7,000種類を超

える植物が植栽され、約3,000種類をご覧になることができます。

植物から多くの恩恵を受けている人類。植物の多様性を学びに、

筑波実験植物園を訪れてみてはいかがでしょうか。

■ 沿革

昭和51年5月

昭和51年12月

昭和56年10月

昭和58年 8月

昭和58年10月

昭和60年12月

平成2年1月

平成7年１月

平成7年10月

平成20年10月

平成25年5月

筑波地区に「筑波実験植物園」設置

筑波実験植物園研究管理棟が完成

熱帯資源植物温室が完成

教育棟が完成

筑波実験植物園開園

サバンナ温室が完成

研修展示館が完成

熱帯雨林温室が完成

植物研究部が新宿分館より筑波地区に移転

開園25周年を記念し、生命を支える多様性区がオープン

研修展示館の展示を一新し、リニューアルオープン

プロムナード

乾季、雨季がはっきりし、年間
降雨量の少ない地域の植物が
植栽されています。

熱帯の植物が、食料（バナナ、カカオ
など）、産業原料（パラゴムノキな
ど）、木材（マホガニーなど）、香辛料
（コショウ、ナツメグなど）、薬（クミス
クチンなど）、鑑賞（ハイビスカスな
ど）と、用途別に植栽されています。

サバンナ温室 熱帯資源植物温室

私たちのくらしは
日本から遠く離れ
た熱帯で栽培され
るさまざまな植物
によって支えられ
ています。

入園してすぐのプロム
ナードでは、四季を彩
る世界の巨木が迎えて
くれます。

ドクターのリレー講座


